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Abstract : Road races are held in various places， and each runner's time is recorded. 
The purpose of this study is to survey various characteristics of popular marathon 
runners in terms of their times， and then to clarify the factors which affect their times. 
The subjects of this study were drawn from 伺82participants in the 16th Fukui 
Marathon. The number of subjects who were timed without dropping out the race， 
was 2470 (40.6% of the total participants). The subjects were divided into three 
groups according to thier times ; the" higher rank group" (236 males and 114 females)， 
the" middle rank group" (1270 males and 433 females)， and the" lower rank group" 
(263 males and 154 females). Differences according to gender were also examined. 
As a result of this survey， it was found that， in both sexes， those in the" "higher 
rank group" take daily exercise besides running， have confidence in their ability to 
play sports， have experienced previous races and have a strong wiI1 to participate in 
future races. There were clear difference in their training habits preparatory to the 
race in terms of frequency， hours， distances， and running speed. As to the reasons 
for taking up running， "pursuit of possibility" formed a higher percentage of the 
answers in the" higher rank group， and" getting rid of stress " and " making friends" 
formed a lower percentage of the answers. 
It can be concluded that not onry training but also positive attitudes toward 
exercise have a great influence on the runners'times. 
Key Words : popular marathon， jogger， runner， time 
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1. 目的
近年各地で，大衆マラソンとか，健康マラソンとか呼ばれているロードレース大会が盛んに
行われている 1) 5) 7)これらの大会は，
よって支えられている 2)3)4)6)8)9)O
これらのロードレース大会では，参加者全員にタイムがとられている O そして，多くの参加
i畢
人々の健康や走ることに対する多様な価値観や要求に
松
タイムの善し悪しの観点から大衆マラソンの参加者者がタイムに関心を示している口そこで，
タイムに影響する要因を明らかにしたい。
2.方法
調査対象者は第16回福井マラソンの 5krn， 10krn， 20krnの参加者6082名で，分析は各種目完走
し， タイムが記録された2470名(有効回収率40.6%) について行った。
表 lは男女ごとに年代別，参加種目別のタイムの平均値及び標準偏差である。
の意識と実態を比較・検討し，
表1.性別・年代別・距離別平均タイム及び標準偏差
加i佃音If~10同音If~5 岡部f~
性
別 (5D) 
l峨代
男加歳代
主糠代
4峨代
性皮織代
印・7峨代
AV 
20 94.4( 7.52) 
46 邸.3(15.21)
74 92.3(12.42) 
83 92.8(13.36) 
49 OO.6( 9.19) 
6 107.9( 8.51) 
N (5D) 
44.4( 7.日)
49.000.10) 
48.8( 8.担)
48.7( 7.泊)
5O.0( 5.71) 
臼.4(6.30) 
AV N 
?? ?
??
??
?? ?
??， ? ?
(5D) 
21.8(3.73) 
お.8(5.73)
26.3(5.34) 
26.0(4.00) 
幻.2(7.72)
30.1(6.25) 
AV N 
?? ? ?
年代
9 98.H 9.お)
14 91.8( 9.47) 
16 1∞.4(11.13) 
1 103.5一一
印.5(7.24) 
臼.2(7.印)
52.1( 3.倒)
5.2( 6.回)
臼.9(9.94) 
? ? ?
幻.8(7.29)
31.8(5.31) 
羽.9(~.11)
32.1 (5.15) 
34.4(4.日)
??
??
1峨代
女京織代
在職代
性 4儲謝t
印・町職代
注)N:人数，AV:平瑚直レー ス・タイム，5D:標準偏差，単位:分
性別 上位群 中位群 下位群|
男子 236 1270 263 
女子 114 433 154 
男女別の各群の内訳表 2これらのタイムから種目別，年代別にタイムの
上位群(男子236名，女子114名)，中位群(男子12
(男子263
その内訳を男女別に示
70名，女子433名)および下位群の 3群
名，女子154名)に分類し，
したのが表2である O
各群はAV:性別・年代別・距離別平均タイム
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とSD:標準偏差を用いて，次の式で求めた。
下位群孟AV+1SD>中位群孟AV-1SD>上位群
大衆マラソンのタイム別にみた参加者の意識と実態
これら群の意識と実態を把握するために，人口統計的要因，地理的・生活環境的要因，スポー
ツ適正・スポーツ行動的要因，ジョギングの実施に関する要因，マラソン大会参加に関する要
因から36項目を調査した。この調査用紙は大会約 l週間前に配仏大会当日回収した口
また，これら群聞の意識と実態の違いを明らかにするため，男女別に各項目について 3群聞
におけるカテゴリ一度数の差の検定を行った。検定はカイ二乗検定で行い，有意水準5%を*，
1%を**で示した。
3.調査結果の概要と考察
3. 1 人口統計的要因，地理的・生活環境的要因及びスポーツ適正・スポーツ行動的要因に
ついて
表3-1は人口統計的要因，地理的・生活環境的要因及びスポーツ適正・スポーツ行動的要
因の各項目について，男女別の 3群聞のカテゴリ一度数の差異の検定結果である口
人口統計的要因および地理的生活環境的要因に関しては，男女ともほとんどの項目に統計的
に有意な差が認められなかったが，住居地域については男女とも有意な差異が認められた口
図Iは，住居地域につ
いて，タイム群別のカテ
ゴリ一度数の割合である口
男女とも各群の40%以上
の者が福井市内に住んで
いるが，上位群ほど県外
や嶺南地方などの遠距離
地域に住んでいる者の占
める割合が高い傾向が見
られた口
これは，成績や記録な
ど可能性の追求し自己実
現するために， また，走
ることを楽しむために遠
くから参加して来たこと
によると推測される O
また，男子において，
朝食事を食べる者は，上
位群86%，中位群78%，
下位群73%，朝食を食べ
表3-1.各質問項目におけるレー ス・タイム群別カテゴリー
度数の差異の検定結果
要医酵 NO.項目名 男性 女性
人自甥口掴櫛十 ZL 年職代業 6.76 1.お18.28 20.16 
a旦4居朝食留事食量の蹴こ対有無する~e慮 81.45判 幻.国制17.72判 8.町3.邸 5.16 
地理的・ 3.印 2.61 
生活環境 1a 栄食養べ物面ので好の配き嫌慮い 11.69 3.47 時間 お.63柿 4.82 
laL 睡起自眠由床時待時問間
1.日 1.臼
6.19 7.78 
10.田 8.43 
スポー ツ
1la4丘Z体健wス白力期康ポ'1*-:ーに強対ツ会鵠以すの割蹴外る揃心の自高強信運裁け政況
39.33綿 1.32 
適性・ス 34.跡事 3.16林
動ポー的要ツ行因 7.跡事 田.29**48.70** 68.95料
回.39** 42.73柿
L ーー ーー ーー ーー ー
注)値はx2値を表す，帥:Pく0.01
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ない者は，上位群 3%，中位群7%，下位群12 (男性)x 2=81.45牢事
%，で統計的にも差が認められた。 上位群
「栄養面で特に気をつけていないJと答えた 中位群
者は上位群24%，中位群36%，下位群41%で，
栄養に対する配慮でも群聞に統計的に有意な差 下位群
が認められた口 。10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
スポーツ適正・スポーツ行動的要因では，女 〔女性)x Z=訂.砂牢
性の自覚的健康評価の項目を除き，男女とも群 上位群
聞の全ての項目に統計的に有意な差が認められ 中世群
た。
男女とも， タイムの上位群ほど，健康で、ある
と感じ，体力に自信のある者やスポーツの腕前
に自信がある者が多い傾向にあった。また，健
康のために心がけていることとして， I休養」
より「適度な運動jと答える者の割合が上位群
の方が高い傾向にあった口
女性の健康の自覚の項目で統計的に有意な差
は認められなかったが，男子と同様な傾向が認
められた。これは，健康とは走れるような体力
だけでなく，社会性の面や精神的内容も含まれ
ると解釈したためなどと推測される口
下世群
。10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
111 :摺怖内，三:摺柿内以外の嶺::!tJ蹴
ロ:嶺南地域圃:県外 寧寧:P<O.01
図1.居住地域についてのレー ス・タイム群別のカテゴリー
勝の斡
〔男性Jx Z=回.跡事
淵 111111111111111111111111111111111~~1三 1:::1 ----園町・
中僻 11111111111111111聾 l-咽・ー・
下僻 11111111111量
i ・晶 a圃，圃目‘可
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
図2は，マラソン大会以外の運動実施状況に ほ性)x Z=.担.73柿
ついての，タイム群別にカテゴリ一度数の割合 上位群
である O 男女とも，上位群ほど，実際に運動部
中位群
やスポーツ教室に入り積極的に日頃活動してい
る者の割合が高い傾向にあり，下位群では男性 下僻
で約21%，女性で29%の者が全く日頃運動をし
|111川11川目1川1目1川1目m1川11川目1川1目11川1目1川1川州111111川州1川11州1川目M1川1憧|l匡橿量
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3. 2 ジョギングの実施に関する要因及びマラソン大会参加に関する要因について
表3-2は，ジョギン
グの実施に関する要因及
びマラソン大会参加に関
する要因の各質問項目の
群別カテゴリ一度数の差
異の検定結果である口
ジョギングの実施に関
する要因については，男
女ともこれらのすべての
項目に有意な差異が認め
られた口
図3はジョギングを始
めた理由について，群別
にカテゴリ一度数の割合
である O ジョギングをま台
めた理由として，男女と
も上位群では「成績・記
録など可能性の追求・自
己実現jに高い割合を示
し，中位群では「体力の
表3-2.各賞品1項目におけるレース・タイム群別カテゴリー
度数の差異の検定結果
要医畔 NO.項目名 男性 封生
ジョギン 17.ジョギングを始めた理由 19.組制 日.59*事
要にグ関の因実す施る
1aジョギングで得たもの 国.昭事事 話.出料
19. ジョギングにに対関すする魅力 31.70輔 14.97柿
加.ジョギング る長[織 101.抑制 臼.日事事
2L 纏様接5I回習習自頻時のす揃走頑度る行時T寵時宿灘滞間
2お.32紳 75.~持率
忽Za4 (回)
115.97柿 46.跡事
2∞.54紳 回.24柿
351. 74柑 部.師事事
部.~持* 15.16事
担.&'3*寧 13.76 
マラソン お.釘事事 9.前
大要に関会因参す加る
5.的 2.46 
6.92* 8.前車
9.91:持率 9.80帥
7.師事 2.92 
4.回 6.日}事
31.86帥 訂.&:弥牢
廿.80*事 1.78 
16.包柿 8.旧事
16.部制 10.田
注)値はxZ i:直を表す，事:P<O.田，柿:P<O. 01 
維持増進jに最も高い割合が認められた。
下位群では「体力の維持増進jに高い割合が認められたが. I友人の存在」ゃ「満足感や生
きている感じを求めて J.女性の「生活や仕事に張り合いを持たせるために」に他の群よりも
比較的高い割合が認められた口
ジョギングで得たものとしては，各群とも「健康や体力の維持増進Jに高い割合を示したが，
上位群では「生き甲斐」に，下位群では「自信」に他の群に比べやや高い割合が認められた O
また，上位群ほど「ジョギングを素晴らしい」と感じている者や「ジョギングに関する知識が
ある」と解答しているものの割合が高い傾向にあった口
これらのことから，タイムの良い者ほど「生き甲斐としてJというほど走ることに自主的・
積極的な者が多く，タイムの悪い者ほど「他人の存在」によって走るなど主体的でない者の割
合が多い傾向が認められた。
しかし，下位群にも「走ることの喜び(満足感や生きている感じ)を求めて」走る者がみら
れ，また走ることによって「自信を得た」者もいると推測され，記録にこだわらない走りを楽
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しんでいる者がいると推測された O [男性〕ド=19.給事
このことから，大衆マラソンの関心のひとつ 上f捕
にタイムがあるが，それ以外にも，大切なもの
' 中位群
があることを示唆していると思われ，中山ら 9) 
が指摘するように，走るねらいの多様化が推測 下位群
され，今までの競技者の大会と大衆マラソンの
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
違いがうかがえた口 (女性)x Z=印.59判
マラソン大会参加に関する要因では，男女の 上位群
項目28:種目および男子の項目32: 12会大会参
十 中位群
加の有無と女子の26:ランニング仲間， 27:練
習場所， 31: 13回大会参加の有無， 33:大会参 下僻
加の理由， 36:周囲の理解を除く全ての項目に，
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
男女とも統計的に 3群の間ド有意な羊里がき刃め 11い生き甲斐，雲:成績.~a揖などの可能性白追求・自己実現
'-'H /6..."d-L:I:.'/-'、 n心、 口:体力叫蹄・塙邑・・::.友人の存在，目満足啓や生きて
られた。 いる感じを求めて，綴:ストレス鱗商，警護:生活や仕事に張り
合いをもたせるため，国:成λJ青など白病気iHn:その他
図4は，大会前の練習頻度についての群別ヵ 女性では，訟(その他)に覇(成刈荷など白1積)を含めた
帥 :Pく0.01
テゴリ一度数の割合である。上位群の男子では，図3.ジョギングを始めた理由についてのレー ス・タイム群別の
週3回以上練習したのが69.3%，中位群28%， カテゴリ一度数の~恰
下位群13%で， タイムの良い上位群ほとほぼ毎
日練習している者の割合が高い傾向にあり，女
子も練習頻度は少し少ない傾向にあるが，男子
と同様な傾向であった。
また。下位群では男性で33.9%，女性で42.9
%の者が殆ど練習をしないで参加しており，練
習頻度に差が認められた。
1回の練習時間も上位群は長く回に 1時
(男性)x z司担.担制
上位群
中{措
下位群
。10 20 30 目 50 60 70 80 90 100(%) 
(女性)x Z=75.~持率
間以上練習する者が35%，中位群16%，下位群 上{立群
7%で，一回の練習時間に差が認められた。女
子は男子より練習時間は短い傾向にあるが，男
子と同様な差が群聞に認められた口
それに，上位群は下位群より 1日の走行距離
が長い者及び練習時の 5kmのスピード速い者の
割合が高い傾向にあり，練習内容に差が見られ
たO また，松沢らの調査によると記録の良いも
のが長い距離の種目に参加している傾向が高い
中位群
下位群
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
111 :ほぽ毎日(週3回以上)のように槙習した，
雲:ときどき(週1-2回程度)諌習した.
口:ときたま(月 1-2回程度)韓習した，
.:ほとんど蟻習しなかった，柿:P<O.Ol
図4.マラソン木会前の槙習類度について白レー ス・タイム
群別のカテゴリ一度数の~措
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と報告している削 ll)。 〔男性〕 χ2=31.部制
これらの練習の実態から，大衆マラソンのレー上位群
スにおけるタイムも競技者とほぼ同様，主に練
中位群
習の内容で決まることが明らかとなった。
図5は，マラソン大会参加のきっかけについ
ての群別にカテゴリ一度数の割合である O 大会
参加のきっかけとして，男子では上位群ほど「
走れるすばらしさを求めて」ゃ「雑誌の記事J
と答えた者の割合が高い傾向にあった口
女子では上位群において「新聞や雑誌の記事
下位群
30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
法性)x Z=訂.跡事
上位群
中位群
」ゃ「走れるすばらしさを求めて」に他の群よ下位群
り高い割合を示し，下位群では「人の話」がきっ
かけとなっている場合が多い傾向にあった。
図6は，マラソン大会参加の理由についての
群別にカテゴリ一度数の割合である。男性では
大会参加の理由として，各群とも「健康の維持・
増進 j と解答する者の割合が20~30%の割合が
日 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
111 :新聞・ラジオ・テレビの報革雲:砲事の記事
口:ポスター ・ちらしの文面，日:走れる素晴らしさを
求めて..:人の話，襲撃:実躍に走っているところを見て
輔:その他女性で叫11 (新聞・ラジオ・テレビ白報道)
に霊(地主の蕗事)を含めた，寧寧少<0.01
図5.マラソン大会参加のきっかけについてのレー ス・タイム
群別のカテゴリ一度数の寄}合
みられ，中位群が最も高い割合を示した口上位〔男性)x2=7.跡事
群では他の群に比べ「他と競争するため JI走上位群
る喜び，生きている感じを求めて」ゃ「仕事や
中位群
生活に張り合いを持たせるため jなどに比較的
高い割合を示し，下位群では「人と人の触れ合下位群
いを求めて jや「お祭として」といったカテゴ
10 20 30 40 50 60 70 8() 90 100(%) 
リーに他の群より高い割合を示し，大会参加の〔女性)x 2=11. 78 
目的に差が認められた口 上位群
女性では，上位群ほど「走る喜び・生きてい
る感じを求めて」参加した割合が高く，下位群
中位群
ほど「体力の維持増進JI人と人のふれあいJ下位群
を求めて参加した割合が高い傾向にあるが，統
計的の有意な差は認められなかった口
このことから，男子において上位群ほど参加
の動機も大会参加の理由も主体的であり，生理
的・感覚的楽しさから，走れる楽しき，解って
走れる楽しさ，課題を持って走る積極的楽しさ
30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
111 :健康や体力叫時・増進言 1人と踏争するため，
口:走ることの喜び・生きている感じを求めて.jjm:仕事や生活
に張り合いを持たせるため..:人と人と白ふれあいを求めて.
綴:走れることを喜びあうあ繋りとして，盟:そ白地
女性では，盟(その他)に雲(人と章静するため)を含めた
牢牢:P<O.01
図6.マラソン大会剖曜出について白レース・タイム群別の
カテゴリ一度数由寄}合
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まで，走ることを主体的・積極的に楽しんでいることが窺える O
一方，下位群ほど参加のきっかけは「人の話」が多く，大会参加のねらいは， I人とのふれ
合ぃ」ゃ「走れることを喜ぶ祭りとしてJの割合が高く，他人との関わりで、走っていることが
窺える O このような，走ることに対する主体的・積極的姿勢がタイムに影響していると推測さ
れる O
また，過去の参加状況については，男女とも上位群ほど過去の参加率が高く，今後の参加意
志に関しでも男女とも上位群ほど，強い傾向が認められた。これは，良いタイムを目指して大
会に多く参加することでタイムが良いのか，大会に参加し楽しんでいるうちにタイムが良くなっ
たのか明らかではないが， タイムが順位や記録など可能性の追求という価値の具体的尺度であ
ること，大会に参加し走ること自体を楽しんでいるとタイムが良くなることなどによると推測
される O
4. まとめ
走り始めたる理由，大会参加のきっかけ，大会参加の理由では，上位群ほど走る喜び・楽し
さを求めている者の割合が高く，中でも，成績・記録などが可能性の追求を楽しむものの占め
る割合が高い傾向にあり，走ることに対して主体的・積極的姿勢が窺えた。
一方，下位群ほど， Iストレスの解消J，I生活に張り合いを持たせるためJ， I人の話J， 
「友人の存在J， I人と人のふれ合いJ，I走れることを喜び合う祭りとしてJと答えた者の割
合が高く，走ることが他人との関わりで行われ，主体的・積極性に欠ける傾向が窺えた。
この走ることに対する姿勢がタイムに影響する最大の要因であると推測される口
この走ることに対する主体的・積極的姿勢が，過去にも大会に参加させ，走ることの知識に
関心を示させ，大会前の練習(練習の頻度，練習時間，練習距離，走る速さ)をさせ， このこ
とが具体的に記録を左右していると推測される口
また，この姿勢が， 日頃生活の中に走ること以外にも運動を取り入れ，食事に気を配るなど
生活の仕方まで変え，これらの実践が，体力やスポーツの腕前に自信を持たせた結果と推測さ
れる O
このように，大衆マラソンにおいても，走ることなど運動に対する主体的・積極的姿勢が練
習や生活の仕方を変え， タイムに大きく影響していると推測された。
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